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中３国語科「詩『挨拶－原爆の写真に寄せて』」の学習から戦争や平和について考える 
 
中３の国語科では、石垣りんさんの詩

「挨拶－原爆の写真に寄せて」を学習し

ています。この詩の学習をきっかけに、先

日、戦争の歴史から平和について考える

学習の時間を持ちました。 

日本のことだけでなく、私たちが今暮

らすベルギーがたどった戦争の歴史にも

目を向け、より身近な視点から平和を考

える内容としました。 

また、広島・長崎への原爆投下、沖縄戦、特攻隊についても触れる中で、戦争がもたらす悲惨な歴史についても学び、考

える機会としました。 

さらに、ウクライナや中東など、今も世界のどこかで戦争が続いている現実にも目を向けながら、「なぜ戦争は起きてしま

うのか」「平和のために私たちにできることは何か」を、生徒たちと一緒に考えました。 

授業後の感想には、次のような言葉がありました。「みんなお互いを大切にし、相手の気持ちを考えることができれば、少

しでも平和な世界になれるのかなと思います」「私が今できることは、戦争で苦しんでいる人たちに服や物を送ることだと

思う」「自分のまわりにあるものに感謝しないといけないと思った」。重く難しいテーマでしたが、中３の生徒たち一人一人

が自分のこととして受け止め、考えを深めている様子が伝わってきました。 
 

パスをつなげてトライをめざせ！！ －第２回校長先生が教える「タグラグビー教室」－ 

先日、今年度２回目となる「校長

先生が教えるタグラグビー教室」

を行いました。 

今回は小学４年生から中学生ま

でを対象に、約２５名の子どもたち

が参加してくれました。 

学年の壁を越えて、腰につけたタ

グを取り合いながら仲間とパスを

つなぎ、トライをめざしてフィールド

を力いっぱい駆け回る子どもたち。少しずつ慣れてきた

せいか、今までよりもタグをうまく取ったり、どのスペース

を攻めるか考えたりしながらプレーする様子が見られま

した。 

ベゴニア
～「わかった」「できた」「来てよかった」 

の思いがあふれる補習校

【今後の予定】 
 
 
 
 
 

HP上は非公開 
 
 
 
 
 
 

【PTA図書委員さんからのお知らせ】 
 

  PTA図書委員さんより、下記の事項につい
てお知らせがありました。 
 
（１）〇/〇は全校遠足のため、図書室は閉室
します。 

 
（２）〇/〇は授業参観のため、開室は 9:30
～11:30 とします。 

 
以上、お知らせでした。 
 
 


